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校  章 

北海道民のあたたかい理解を象徴する「北」の文字と 

自ら勢いよく回転することで安定するコマを図案化した 

もの。本校教諭によるデザインです。 

1962年（昭和 37年）５月 10日制定 

校  歌 

本校校歌を作詞した河邨文一郎 氏は「北海道の肢体不自由児の父」と言われる人で、札幌医

大整形外科教授として特にポリオ（小児まひ）の後遺症児の療育事業に貢献されました。医師であ

ると同時に文学者としても高名で、現代史の著作を多く発表していますが、特に私たちに親しみが

ある作品としては札幌オリンピックのテーマ曲『虹と雪のバラード』が有名です。 
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 北海道真駒内養護学校の概要                     

本校は、昭和36年に開校した北海道で初めての肢体不自由養護学校です。小学部、中学部、高等部を

設置しています。現在は、在籍する児童生徒の障害の状況が多様化し、肢体不自由に他の障害を併せ持つ

児童生徒も多く在籍しています。一人一人の教育的ニーズを把握して、その持てる力を高め、生活や学習

上の困難を主体的に改善または克服するための適切な教育や指導を通じて、必要な支援を行います。通学

が困難な児童生徒のための訪問学級も設置しています。また、遠隔地からも通えるように寄宿舎も設置し

ています。 
 
沿 革 

昭和36年   

昭和39年 

昭和56年 

本校設置施工 

高等部開設 

高等部分離（北海道岩見沢高等養護学校） 

北海道教育委員会学校教育実践研究指定校（２カ年） 

校舎改築・高等部開設 

高等部校舎完成・新校舎へ移転 

高等部寄宿舎完成 

高等部訪問教育スタート(高等部訪問教育モデル 

校指定) 

新設校への分離（北海道拓北養護学校） 

地域学習スタート(本校の取組｢居住地個別交流｣が      

札幌市の事業として制度化) 

養護学校における医療的ケアに関するモデル事業  

(実践研究指定校２カ年）         

平成16年 

 

 

平成17年 

 

 

平成19年  

平成20年 

 

 

平成23年 

平成25年 

平成27年 

特別支援教育に向けた校内体制整備・特別支援教

育コーディネーターに関する実践的研究（国総研

指定研究２カ年） 

個別の教育支援計画策定スタート 

学校における医療的ケア実施（養護学校医療的ケ

ア体制整備事業） 

特別支援教育開始 

特別支援教育における各障害種別（肢体不自由）

の中心的な役割を担う学校（北海道教育委員会よ

り事業受託） 

開校50周年記念事業実施 

スクールバス4系統で運行（平岡コース新設） 

小学部運動会、中学部記録会に分離して実施 

開校60周年記念事業実施 

学校運営協議会(コミュニティスクール)設置 

平成 ３年  

平成 ４年  

平成 ５年  

平成 ９年  

 

 

平成12年  

平成15年  

        

令和 3年 

令和 ４年 

             
職員数 

 
児童生徒について 令和８年4月１日現在 
 
◇学級数及び児童生徒数 

学 部 小学部 中学部 高等部 
総計 

学 年 1 2 3 4 5 6 計 1 2 3 計 1 2 3 計 

学級数 

普通 １ 1 ０ ０ ０ ０ 2 １ １  ３ 

重複 13 13 10 10 6 ４ ４ 14 37 

訪問 1 1 2 2 １ １ ４ 

児童 

生徒数 

在校 9 8 8 6 7 5 43 9 10 10 29 17 11 11 39 111 

訪問 1 0 0 0 2 0 3 2 0 2 4 ０ ０ 1 1 8 

合 計 10 8 8 6 9 5 46 11 10 12 33 17 11 12 40 119 

 
◇通学区域   

札幌市（中央区､白石区､厚別区､豊平区､清田区､南区）､室蘭市、苫小牧市、千歳市、登別市、恵庭市 

伊達市、北広島市、豊浦町、洞爺湖町、壮瞥町、白老町、安平町、厚真町、むかわ町、日高町、平取町 

新冠町、新ひだか町、浦河町、様似町、えりも町 

校  長      １  
副校長      １  
教  頭      １  
主幹教諭     １  
教  諭      90 
自立活動教諭   ２  
養護教諭     ２  
栄養教諭     １  
指導実習助手   １  
時間講師     ２  

専門寄宿舎指導員  10 
寄宿舎指導員    ４  
寄宿舎指導員 (非常勤 )  ７  
事務長       １  
事務主任      １  
専門主任主事    １  
主任主事      １  
事務職員      １  
主事（非常勤）   １  

環境整備員    １  
指導主任看護師  １  
臨時看護師       １  
医療的ケア看護職員  ４  
介護員      ２  
専門支援員 (非常勤 )３     
教員業務支援員  １  

 
合計       142 

学校医      ４  
学校歯科医    １  
学校薬剤師    １  
非常勤医師    ２  
産業医      １  
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 令和８年度 学校運営の組織                     
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舎 

務 

指導部門 
・B棟 
・C棟 

運営部門 

・庶務部  

・生活部  

・健康･安全部 

・研修部                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  

寮務主任・舎監 

事務主任、事務職員、環境整備員 

栄養教諭、医療的ケア看護職員、介護員 

調理員、専門支援員 

事 

務 

教 

務 

指導部門 

・小学部〈訪問教育学級を含む〉 

・中学部〈訪問教育学級を含む〉 

・高等部〈訪問教育学級を含む〉 

  

運営部門 

・総務部 

・教務部 

・研究部 

・支援相談部 

・生徒指導部 

・保健体育部 

・健康推進部 

・進路支援部 

・情報教育推進部 

特別委員会等 

・運営委員会             ・教育課程検討委員会      ・校内教育支援委員会 

・医療的ケア推進委員会    ・学校保健・給食委員会    ・衛生委員会     

・防災対策委員会        ・いじめ防止委員会       ・スクールバス運行委員会 

・旅行業者選定委員会     ・入学者選考委員会       ・コンプライアンス委員会 

・事故調査委員会   

主
幹
教
諭 

・学校運営協議会事務局   ・PTA事務局 
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 各学部の教育目標                          

 

小学部 

人とのかかわりを豊かに広げながら、いろいろなことに進んで取り組み、明るく元気に活動 

できる児童を育てる 

 

中学部 

自分のよさや仲間のよさを認め、小学部で培ってきた基礎的な能力を活用し、他者と協力して 

活動できる生徒を育てる 

 

高等部 

一人一人の生徒の自立と社会参加に向けて、卒業後の社会生活に役立つ力を身につけるとともに、 

主体的に判断し、活動できる生徒を育てる 

 

本校の育てたい力「生きる力の五要素」～学部間の系統性

 

（１）決める力（自分で考え判断する） 

小学部：学校生活を通して、生活に必要な行動や習慣を育てるとともに、それを基に選択したり考えたりする 

経験を積み重ねる 

中学部：見通しを持ち、自己の個性に基づいて、よりよい選択をしようとする力を高める 

高等部：多様な選択肢の中から、自己の意思と責任で主体的に選択、決定できる力を育てる 

 

（２）見る・聞く・感じる力（必要な情報を得る） 

小学部：学ぶ楽しさを味わわせ、物事への興味・関心を広げる 

中学部：学習活動を通して、必要な情報を得るための知識と技術を身につける 

高等部：実践的・体験的な学習活動を通して、学習上・生活上必要な情報を多面的・多角的に収集・探索する力を育てる 

 

（３）伝える力（意思等を効果的に表現する） 

小学部：一人一人の感情や要求など、日常生活に必要な意思を豊かに表現する力を育てる 

中学部：集団の中で、自分の意思を伝える経験を積み、適切に表現する手段を身につける 

高等部：自分の意思や気持ちを伝える力を、様々な学習集団や地域社会の方々との関わりの中で発揮できる力を育てる 

 

（４）つながる力（人と協調する） 

小学部：集団の中で、相手の気持ちを受け止める力を身に付け、人とやりとりする力を育てる 

中学部：集団の中で互いに尊重し合い、自分の役割を理解し協力して取り組む態度を養う 

高等部：他者の多様な価値観や個性を尊重し、互いのよさを認め合い、支え合って生活する意識や態度を育成する 

 

（５）やる気・元気（健康や体力・身体機能の維持向上） 

小学部：生活上・学習上に必要な基礎的技能の獲得を図る 

中学部：日常生活に必要な動作の基礎的技能を高め、自らに適した手段や技能を体得する 

高等部：健康で安全な生活を送るために、獲得した基礎的技能を発揮できる力を育てる 

運動機能を補う様々な支援を活用し、社会自立達成に向けた具体的な取り組みができる力を育てる 

 
 

 

広
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 各学部の行事                            

 

 

小学部 

〇 運動会（６月第１金曜日） 

赤白に分かれ、勝利を目指して競技に取り組みます。一人一人が自分の課題に取り組み、練習の成果を 

発揮します。児童会書記局を中心に、児童が役割をもって活動します。 

〇 学習発表会（10月第１土曜日） 

 たくさんの観客の前で、学習してきたことを発表します。練習を重ねる 

ことで自信をもち、発表することを通して、大きな成長につながっていま 

す。 

 

中学部 

〇 記録会（６月第３金曜日） 

真養版フロアカーリング、短距離走など、生徒一人一人の得意な動きを生かし、活躍できるように種目 

を工夫して行っています。中学部３年間で継続して記録を残し、自己の記録更新を目指して練習に取り組

みます。 

〇 文化祭（10月第４金曜日） 

学部全員による音楽発表や、学年ごとの企画展示や発表など、日頃の     

学習の成果を発表します。また、生徒会や各委員会活動による発表や展 

示が行われます。 

 

高等部 

〇 体育大会（９月第２金曜日） 

障害者スポーツを取り入れた「競技」（ボッチャ、ボウリング、フロアカーリングを年度ごとに。）を

行います。大会に向けて体育の授業を通し一生懸命練習します。 

〇 高等部祭（12 月第１木・金曜日） 

 日頃の学習の成果を発揮する場として、喫茶・販売・アトラクション  

コーナーに分かれて取り組みます。保護者や地域の方々など、たくさん 

のお客様が来校します。 

 

訪問教育学級

〇 集団学習(年２回予定) 

学校で音楽やゲームなどを友達や教師と一緒に行って交流をはかったり、家庭での訪問指導では難しい

活動（バルーンやボウリングなど）をしたりします。 

〇 スクーリング（随時） 

児童生徒の目標に合わせて、学校に登校する計画を 

立てます。各学部の行事に参加したり、在校学年の 

友達と一緒に学習したりします。 

 



６ 

 

 各学部の週時程                              

 

小学部 
 
● 普通学級（１年） 週時程の例           ● 重複学級（６年） 週時程の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学部 
 
● 普通学級 週時程の例               ● 重複学級 週時程の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

高等部 
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 本校のセンター的機能                        

本校は、平成15年４月より、特別支援教育における特別支援学校のセンター的役割を果たすための校内

体制を整え、特別支援教育コーディネーター（当初１名）を指名し、地域の子どもを対象とした専任教員

による教育相談を開始するなどの取組を行ってきました。平成16年度からはコーディネーター複数体制を

とり、現在は｢特別支援教育・進路支援・自立活動・学校保健｣の役割を持つコーディネーターを６名指名

しています。 

また、平成20年度からは、全道の肢体不自由教育の中心校としての役割を担っています。 

 

肢体不自由教育の中心校や地域のセンター的役割の取り組みについての推進 
①幼稚園、保育園、小中学校等の職員への支援 

②障害のある児童生徒への指導・支援 

③｢肢体不自由教育ベーシック講座｣など研修会の企画、運営 

④パートナー・ティーチャー派遣事業に要請があった地域の諸学校への支援 

 

本校における特別支援教育コーディネーターの役割 
①特別支援教育担当コーディネーター 

・｢教育相談｣に関すること ・｢校内支援｣に関すること ・関係者会議 

・地域の教育機関及び行政・相談機関など関係諸機関との連絡調整 

・学校見学など外部からの受け入れに関すること ・｢福祉サービス｣の利用に関すること 

②進路担当コーディネーター 

 ・｢進路支援｣に関すること ・進路や卒後に係わる｢福祉サービス｣の利用に関すること 

 ・教育・行政機関・福祉サービス事業所など関係機関との連絡調整 

③自立活動担当コーディネーター 

 ・｢自立活動｣に関すること ・｢自立活動相談｣に関すること  

 ・医療・療育機関など関係機関との連絡調整 

④学校保健担当コーディネーター 

 ・｢医療・健康・栄養管理｣に関すること ・｢定期健康診断｣に関すること 

 ・医療機関など関係機関との連絡調整 

 

 本校の自立活動                           

本校の自立活動は、児童生徒の主障がいである肢体不自由に着目し、一人一人に応じた指導の充実を図

ります。指導にあたっては、肢体不自由教育に関して専門的な知識・技能を持つ自立活動教諭が２名配置

されており、担任と連携を図り指導計画を作成して取り組みます。 

「教育活動全体を通じた指導」として、児童生徒が健康で安全な学校生活を過ごすための成長や変化に

応じた環境設定や、二次的な障がいを予防することを前提に、持てる力を発揮して生活動作や学習、様々

な活動ができるように担当教諭と自立活動教諭が連携して指導の充実を図ります。 

また、児童生徒が健康的な身体状態で学校生活を送れるように 

「自立活動相談」を実施しており、医師等の専門的な相談や助言、 

関係者の連携の中、指導の充実を目指して取り組みます。主に医 

師による整形外科診察及び医療相談、姿勢や運動・動作等に関す 

る相談、補装具や自助具などの福祉用具の活用や、申請等に関す 

る相談を行っています。 
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 本校の進路支援                           

本校では進路支援として「進路選択」と「在学中の障害福祉サービス利用」の両面において支援を行っ

ています。ＰＴＡや障害福祉サービス事業所、関係各機関と連携して情報提供等を行います。特に高等部

では地域の施設や事業所での「生活体験実習」を行うことでスムーズな社会生活への移行を目指します。 

 

中学部卒業生の進路（訪問学級を含む）
 

年度 本校高等部 岩見沢高等養護 その他（他校進学等） 

Ｒ５(2023) 12 1 ０ 

R６(2024） ８ １ ０ 

R７(2025） 15 ２ ４ 

 

高等部卒業生の進路（訪問学級を含む）
高等部卒業生は、福祉施設や障害福祉サービス事業所（日中活動）への通所と訪問系サービス（居宅介

護等）・医療等を組み合わせて自宅で生活するスタイルが一般的で、日中活動は複数の事業所を併用する

ケースが多く見られます。自宅外（グループホーム、アパート・共同住宅等）からの通所もあります。 

年度 通 所 
（ ）内は 

複数事業所利用 

入 所 その他 

Ｒ５（2023） 14(12) １ １ 

R６（2024） 10(９)  １ １ 

R７（2025） 10(６) 0 ０ 

 

   通所（日中活動事業所利用）の内訳（事業所延べ数） 

 本校の寄宿舎（若竹寮）                             

寄宿舎は、集団生活を通して、自立心を養うと共に、豊かな暮らし方を学ぶために生活する場です。 

寄宿舎教育目標 一人一人の発達課題をふまえ基本的生活習慣や社会性を身に付け、将来の社会生活を

豊かにする力を育てる。 

 

 

 生活介護 就労継続A 就労継続B 

R５    19 0 0 

R６ 16 0 0 

R7 13 0 0 

月曜～金曜 日課 

6:30(祝7:00) 起床、着替え、洗面 

7:20(祝8:20) 朝食準備、朝食 

8:15 歯磨き、登校準備 

8:55 登校 

12:30(休業日) 昼食、自由時間 

14:05(月金) 

15:05(火水木) 
下校 

15:15(火木) 入浴 

16:30 掃除､翌日の準備 

17:10 夕食 

18:10 歯磨き、洗面、就寝準備 

18:30 自習、自由時間 

20:00 小学生就寝 

21:00 中高生就寝 

寄宿舎の行事 

歓迎会・若竹総会（ ４月） 

クリスマス会  （12月） 

送別会     （２月） 

          など 
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 スクールバス                            

自家用車通学や自力通学が困難な場合は、スクールバスを利用できます。３台のリフト付スクールバス

が、豊平区、厚別区、中央区、清田区を中心に運行しています。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 PTA活動                              

児童生徒の健やかな成長を図ることを目的として、交流、親睦、学習会など様々な活動を行っています。 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

新札幌・豊平コース[さくら号] 中央コース[こころ号] 平岡・西岡コース[みらい号] 

●PTA組織図 



PTA

玄関

脱衣室

浴室１

脱衣室

B棟洗面所

洗濯室

B棟宿直室

B棟1室

静養室2

B棟２室

浴室2

脱衣室

機械室

厨房

C棟洗面ｺｰﾅｰ

D棟洗面ｺｰﾅｰ

C棟洗濯室

D棟洗濯室

B棟３室

B棟４室

　令和８年度　校舎平面図

学習室３

音楽室
自立活
動室

学習室２

学習室１

高３教室

高３教室

作法室

家庭科
室

学習室４

高２教室

女更衣室

教材室

中２教室中２教室
高２教室

WC

EV

学習室

視聴覚室

PCｺｰﾅｰ

小中職員室

階段

WC WC 男更衣室

WC 中 1教室
中学部

普通学級 音楽室

中２教室

WC

図書室
中 1教室 WC WC EV家庭科室 理科室

学習室

学習室
B

高１教室

相談
室

高玄
関

スロープ

学習室

スロープ
PC 会議室

WC

WC

小学部
普通学級

小3教室

高等部棟

学習室
Ａ

高１教室高１教室

WC

光庭

WC WC

EV

教材室

高職員
室

作業室

WC

厨房 休憩室

機械室

寄宿舎玄関

中３教室

水治訓練室

小６教室

WC WC

中玄関 小玄関
ボイラー室 スクールバ

ス乗降口

WC

中３教室 小3教室中３教室小６教室

小５教室

食堂

１F

D棟1室 D棟2室 D棟3室 D棟4室

C棟3室 C棟4室

寄宿舎C･D棟

グラウンド

C棟2室

舎務室１

C棟宿直室

D棟宿直室

舎

務

室

２

B棟トイレ

C棟1室

WC

プレイルーム

A棟4室

A棟3室

A棟2室

A棟1室

A棟宿直室

機械室

職員トイレ
静養室1

A棟洗面所

A棟トイレ

洗濯室

小２普
教室

小２教室

公務補室

EV

階段

看護室

教材室B

自立活動室

自立活動室

WC

自立活動
相談室WC

事務室校長室

小１教室

中庭

小4教室

保護者
控室

小
２
教
室

１年生
学習
室

教材室スロープ

中庭

WC

WC

中３教室中３教室
教材室

中学年
学習室教材室C

小4教室

C棟 トイレ

D棟 トイレ

中２教室

中２教室

スロープ

WC

中２教室

小
１
教
室

物品
庫２

教育
相談
室

保健室

自
活

室２

物
品

庫１

寄宿舎A･B棟

器具室

シャワー

小５教室

小
５
教
室

小
６
教
室

２F

WC

体育館
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小学部図工「たのしく うつして」 中学部美術「ランプシェード」 

 

高等部美術「入れ物をデザインしよう」 

←
大
通
り
方
面 

自衛隊
前駅 

北海道真駒内養護学校 
〒００５－００１１ 

北海道札幌市南区真駒内東町２丁目２番１号 

電話 

五輪通り 

真駒内養護学校 

０１１－５８１－１７８２（代表＊事務室） 

０１１－５８１－１８３８（小中学部） 

０１１－５８１－００６４（高等部） 

０１１－５８１－１８９２（寄宿舎） 

  

E メール   makomanai@hokkaido-c.ed.jp 

            http://makomanaiyougo.hokkaido-  

地下鉄南北線｢自衛隊前駅｣から徒歩 10 分 

mailto:makomanai@hokkaido-c.ed.jp
http://makomanaiyougo.hokkaido-c.ed.jp/

